
取扱説明書

この度は、本商品をお買上げ頂きまして、誠にありがとうございました。

■保守・点検

●脚部のネジや金具類はゆるみやぐらつきがないか定期的に点検し、ゆるみ始めたらしっかりと締め直して下さい。

●お客様による商品の改造、修理は行なわないで下さい。強度が弱くなり、破損、ケガなどの原因になります。

●製品に使用される塗料や接着剤にはホルムアルデヒドが含まれることがありますので、普段からこまめに換気をして下さい。

　換気の際は、２カ所以上の窓を広く開けたり、換気扇や扇風機を併用することをお勧めします。

    

■お手入れ方法

●普段のお手入れは柔らかく乾いた布で軽く拭いて下さい。硬い布地を使用されますと商品に細かな傷がつくことがあります。

●化学雑きん、アルコール、ベンジン、シンナー、除光液などを使用したお手入れは避けて下さい。変色、しみ、塗装剥離などの原因となります。

■設置について

●直射日光のあたる場所、エアコン・ストーブなどの冷暖房器の近くや、高温多湿の場所での設置、使用はしないで下さい。火災、変色、変形、破損の原因になります。

●商品は平らな場所に水平に設置して下さい。傾斜、段差のある場所でのご使用は、転倒、破損、ガタツキの原因となります。

●フローリングや畳などの表面の傷防止の為にも、商品と床の設置場所にカーペットなどを敷く事をお勧めします。

●新品のうちは塗装臭、接着臭が残っている場合があります。しばらくは換気をし、風通しの良い場所で放置して下さい。

●湿気の多い場所には置かないでください。籐部分にカビが生えたり、たるみの原因になります。

この商品を末永く安全にご使用いただくために、この取扱説明書と別紙籐製品についてをよく読み内容をご理解いただいた上で、

別紙組立説明書と合わせ正しく商品を組立てて、ご使用下さい。

また、この取扱説明書、別紙の籐製品について及び組立説明書は必要に応じて、いつでもご確認できるよう保管して下さい。

■ご使用上の注意

●この商品は家庭用として企画されたものです。業務用としてのご使用はできません。

●ドレッサー以外の使用はお避け下さい。また遊具的なご使用や踏み台代わりに商品の上に立ち上がらないで下さい。転倒・ケガ・破損などの原因となります。

●背の高いものを載せた場合、転倒し、破損の恐れがあります。天板にものを載せる場合は転倒の恐れが無いことをご確認の上ご使用下さい。

●移動する際、押したり引いたりする事で床に傷がついたり破損などする恐れがあります、必ず2人以上で持ち上げて移動して下さい。

●やかんや鍋など加熱した物を直接商品に置かないで下さい。火災、変色、変形、破損の原因になります。

●底のザラついたものを直接載せるとキズの原因になります。

●濡れた食器などを直接商品に置かないで下さい。変色、輪じみなどの原因になります。コースターやランチョンマットをお使い下さい。

●商品の一部に手をついたり、過度の荷重を加えないで下さい。転倒、変形、破損などの原因になります。

●引出し内へ過剰にものを入れないで下さい。変形、破損などの原因になります。

●極端に湿度の高い場所や濡れた状態でご使用いただくと衣服への色移りやカビ、におい等の発生原因になります。風通しのよい場所でご使用下さい。

●天然素材を使用した商品は、素材の特徴として色味、風合い、木目、節などが店頭でご覧頂いた商品と異なる場合がある事をご了承下さい。
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■耐荷重について

●本品、引出しの耐荷重は 3kgです。(但し、収納している状態での耐荷重です。全ての引出しを開放した状態の耐荷重ではありません。)

●この耐荷重は、引出し一面全体に荷重がかかった場合の表示です。

●本品、フックの耐荷重は　2kgです。

 

MOTIS DRESSER
モーティス　ドレッサー



この商品の編み込み部分には天然の籐（とう）の皮(ピール)を使用しています。

天然素材のため、1 点 1 点、木目・節・色の濃淡が異なりますので、店頭でご覧頂いた商品と異なる場合がある事をご了承下さい。

天然の特徴としてお楽しみ下さい。

＜下記の注意事項にご留意頂き使用して下さい。＞

■　高温多湿、極端に寒冷の場所、または水気の多い場所での使用は、変形・変質・サビ・カビ・細菌の発生原因となりますので避けて下さい。

      カビ・細菌が人体に入ると健康を害する恐れがあります。

■　直射日光のあたる場所には置かないでください。黄色変化や割れの原因となります。

■　長くお使いになるうちに色合いに変化が生じる場合があります。

■　籐製品は天然素材です。長時間使用すると籐皮（ピールと言います）が緩んだり、切れたりすることがあります。

      これは天然素材の性質上、避けられません。特に切り口は鋭く尖り固いので、身体や衣類等を傷つけないようにご注意下さい。

　　 その場合は切り取りなどの処理をして下さい。

■　籐製品は素材の特性上、他素材（スチール・木）製品と異なり商品の強度を保つため生産上の各種工夫がされています。

無理な扱いをされますと使用している釘（タッカー）やビスが保護している部材から突き出る原因となり、大変危険です。

■　虫害が発生した場合、殺虫や防虫処置をして下さい。虫害が他に移る事があります。

■　臭いが気になる場合、陰干しして臭いを取り除いて下さい。
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＜お手入れ方法＞

■　日頃のお手入れは、布か雑巾等で乾拭きしてください。

■　手あかや汚れがひどい場合は、柔らかい布かスポンジにご家庭用の中性洗剤を約２０倍に薄めた溶液を染み込ませ、軽く拭き取ってください。

　　 汚れが取れましたら、乾いた布で使用した溶液の水気を丁寧に拭き取ってください。

■　籐皮（ピール）の編み込み部分、溝部分にはホコリが溜まりやすいので、水に濡らした綿棒か柔らかい古いブラシなどを使ってホコリをかき出しながら、

　　 掃除機で吸い取ってください。

■　尚、シンナーや家具用のワックス等はラタンの表面を痛める可能性がありますので、使用しないでください。

籐製品について 


